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道徳の授業の実践を紹介します 

～３年生編～ 
今回の道徳通信では，「なかよしだから」という教材を取り上

げた嶋津先生の３年生の道徳科の授業を紹介します。「なかよ

しだから」という教材は，宿題を忘れた「ぼく」が友達の実さんに

「なかよしだから宿題を見せてほしい」とお願いをしたところ，

「なかよしだからなお教えられないよ」と言われ，なぜそのように

言われたのか考え込んでしまうという話です。 

導入 

「自分にとって友達ってどんな人？」と子供たちに聞き，短冊に書かせました。子供

たちから出された意見が右の通りです。それを黒板に貼り，子供たちにとって友達とは

どんな人なのか確認し合いました。 

その後，本時のめあて「友達について考える」を提示しました。 

 

展開前半 

「なかよしだから，なお教えられないよ」と実さんが言った言葉についてみんなで考えました。 

「なんで仲良しなのに見せてくれないんだろう」，「どうして見せてくれなかったの」，「仲良しなのになんで見せちゃ

だめなの？」と実さんに言われたときのぼくの気持ちを考えさせ，その後なぜ実さんがその言葉を言ったのかについ

て話し合いました。「人のことを考える」「ちゃんと自分で頑張ってほしい」「君だったらできるよ」「答えを教えるとその

人のためにならない」という意見が出され，実さんが宿題の答えを教えなかった理由についてじっくりと考えさせてい

ました。 

 

展開後半 

「よい友達になるには」ということについて，子供たちに考えさせて 

いました。 

 

Let’s  talk 

「やさしい人」 

「仲が良い人」 

「一緒に遊んでくれる人」 

「いいことはいいだめなことはだめと言う」 

「普段は優しく時には厳しくする」「困っていたら助ける」 

「つらいときに相談に乗る」「悪いことをしたら優しく教える」 

「時には厳しくしたり，けんかをしたりしても謝ったりして関係を深めていく」 

「みんなで遊んで仲を深め，分からない問題が出たらヒントを出すなどやり方を教え合う」 

「やさしくしてあげるけど，だめなときは言ってあげる。」 

子供たちの

「友達」に対す

る考え方が変容

しましたね 

居心地がいいだけの関係が友達ではない。友達だからこそ，相

手のことを考えて接していくことが大切だということに気付い

ています。 



終末 

今日の授業を振り返り，自分の考えをノートに書きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 友達は大切にしてあげなきゃいけないと思いました。 

・ 自分は友達に強く言っちゃうから今度は優しく教える。 

・ 友達は優しくするだけじゃだめ。それで愛情が深まる。 

・ 私は友達に優しく大切にしていきたいです。 

・ 中期部や後期部でも友達を作る。そして大切にする。 

・ 自分は少しだけ人に頼ってしまう時があるから，なるべく人に頼らないようにします。 

・ これからは時には厳しくして，ほかは笑顔でいたいです。 

・ 自分も友達と仲を深めるためにも，だめなことはだめと言えるようになりたいです。 

・ 友達はかけがえのない人で，ぼくは自分より友達の方が大切で，助け合っていってどんどん友達を作っていき

たいです。 

・ これからは友だちとあそんだり，たまにきびしくしたり優しくしたりすればいいんだなと思いました。 

・ 私は人に頼れる人になりたいです。 

・ だめな時にはだめって言って，いいときにはいいという友達になりたいです。 

・ これからも友達を大切にしていっぱい友達を作る。 

・ いいことはいい，だめなことはだめと言う。優しくされたら優しくする。 

・ 友達の大切さが分かりました。 

・ 友達というのはけんかになったらまず仲直りをして友達になれる。 

・ ４年生になったら前期部のリーダーになるから新しく入ってくる１年生にも優しくしながら教えてあげようと思い

ました。 

授業の振り返りを書いた後，小グルー

プでお互いの振り返りを紹介し合いまし

た。 


